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■ 住宅等における環境対策や健康向上に資する技術開発

住宅等におけるストック活用、長寿命化対策に資する技術開発

住宅等における防災性向上や安全対策に資する技術開発

■技術開発の概要

１）技術開発の方向性

①

②

２）住宅とロボットが一体となるメリット

① 日常生活に当たり 前にある 「 椅子」 が、 守ってく れる、 話しかけてく れる

　 ・ ・ ・ まるで家族が傍にいるよう に（ 日々の生活情報を家族に伝える ）

② 足腰が弱らないよう に、 ト レーニングしてく れる、 立ち座り をサポート してく れる

　 ・ ・ ・ まるで理学療法士のよう に（ データを遠隔で管理し、 アド バイスも可能）

③ ヒ ート ショ ッ ク などの事故から守る

　 ・ ・ ・ まるで家全体が見えているよう に（ ＨＥ ＭＳ の新しい価値）

④ 健康と 省エネを考えてく れる

　 ・ ・ ・ まるで看護師が見守ってく れるよう に（ 室内環境と 血圧などのﾊ゙ ｲﾀﾙﾃ゙ ﾀーを管理）

平成27年度～28年度　

（継続提案）
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技術開発
提案名

住宅と ロボッ ト が一体と なって実現する環境・ 健康サポート 技術の開発

事業者

技術開発
経費の総額
（予定）

約 41.24 百万円
技術高度化
の期間

背景・目的
　高齢者の独居または日中独居が増加する中“ロボットと住宅が一体となる”ことで、
健康状態と室内環境を把握しながら、ヒートショックを防ぎ、リハビリ訓練が出来る見
守り支援住宅

・ 日常生活にある 「 椅子」 に着目し、 座るこ と でセンサーが健康状態や室内環境を測定し、 また立
ち座り の練習やリ ハビリ ト レーニングにより 機能回復を促す” 見守り ロボッ ト ” の開発

・ “ ロボッ ト ” をHEMSと 連動させるこ と により 、 ヒ ート ショ ッ クや急な身体状況の変化から高齢者
を守り 、 家族、 地域と 連携するシステムの開発

バイタルデータ
リハビリ

トレーニング

HEMS管理

宅内環境データ

看護師の問診

音声認識

サンヨーホームズ

サンアドバンス

ご家族(遠隔介護)

施設・地域との連携
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総評
　椅子型ロボットによる健康サポート技術の開発であり、着実に成果を挙げている。20
台の試作機での検証が予定されており、評価できる。
　最終年度であることから、確実な成果をとりまとめること。

●見守りロボットの特長 ～椅子なのに見守ってくれる、トレーニングしてくれる～

①バイタル・センシング

③音声認識（問いかけ式）

④リハビリトレーニング

②HEMS管理・温湿度

： 血圧、 体温、 脈、 自律神経の定期測定（ 背中又は臀部

にて測定予定）

： 家族、 医師、 デイサービス等を情報提供

： 足元と頭、 外気温と室温

： 健康を考え、 音声アド バイス（ ト イレ、 廊下などの

温度差）

： 音声認識による健康チェ ッ ク（ 誰かが見守ってく れて

いる安心）

： 問いかけはすべてロボッ ト から。 必要なことだけを聞く

： 手と足のト レーニング（ モーターの動きから、 日々の

ト レーニング効果を把握する

： デイサービスへも報告され、 理学療法士、 看護師が

参照し 、 メ ニューを決める

【 リハビリトレーニング 】

・ 立ち座りの練習

・ 在宅に運動する事が可能

・ 椅子に座りながらの動作

→安全

・ 日々の回数、 力をデータ集積

→グラフ化

・ 荷重付加設定は

データを参照し 、 理学療法士

が設定

・ 音声による問診

痛み、 無理があるかどう か

下肢・

上肢

の筋力

可動領域

の拡大

姿勢を

整える

これまでの音声認識

～人がロボッ ト へ話しかける～

今回の音声認識

～ロボッ ト が人へ話しかける～

①薬は飲んだ？ ： 定時にコメ ント を発する

②体調はいい？ ： バイタルの測定結果をもとに

③暑く ない？ ： 温湿度情報（ Ｈ Ｅ ＭＳ ） を参考

④運動しよう よ！： 運動データから

⑥ト イレ大丈夫？： ド アの開閉、 便座センサー

高齢者に必要なことを中心に問いかける

【 音声認識 】
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